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目的 サンスクリーンの使用による基底細胞癌の多発の予防効果を検証する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング オーストラリアの複数施設 
対象者 健常人 1621 名 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 7.乳幼児・小児・青

年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.
小児・青年 11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人 13.青年・中

高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人 16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中

高年 18.乳幼児・老人 19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 13 ） 

介入（要因曝露） サンスクリーン連日使用と未使用群にランダム化割り付け 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 基底細胞癌の初回発生 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 基底細胞癌の二次発生 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

主な結果 

Multifailure survival analysis として、Andersen-Gill、Wei-Lin-Weissfeld、
Prentice-Williams-Peterson の 3 種類のモデルを用いた。サンスクリーンの使

用は基底細胞癌の初回発生までの期間には有意な影響を与えなかった（ハザー

ド比 1.04 [0.79-1.45]）。初回発生以降の二次発生については、Andersen-Gill
モデルではサンスクリーン使用群の方が非使用群に比べて低い発生リスクを

示したが、統計学的に有意ではなかった（ハザード比 0.82 [0.59-1.15]）。同様

に、 Wei-Lin-Weissfeld marginal-hazards と Prentice-Williams-Peterson 
gap-time models でも有意差には至らないものの、サンスクリーン使用群にお

いて基底細胞癌の二次発生リスクは減少傾向を示した。 

結論 
有意差は得られていないが、サンスクリーンの使用は基底細胞癌の二次発生の

予防に寄与している可能性が示された。また、繰り返し起こるイベントに影響

する危険因子の解析には multievent analysis が有用であることが示された。
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エビデンスのレベル分類（IV） 
オーストラリアの皮膚癌多発都市の一つである Nambour で行われた大規模

な介入研究である Nambour Skin Cancer Prevention Trial の結果について、

さらに詳細に解析した報告である。1999 年に Lancet に報告された trial の内

容は、4.5 年の観察期間の範囲ではサンスクリーン投与とベータカロチン内服

のいずれも、非投与群と比較して基底細胞癌の罹患率に有意差は認めないとす

るものであった。一次アウトカムは初回発生であるが、期間中の基底細胞癌発

生数をアウトカムとしてもやはり有意差は得られていない。しかし、この trial
において基底細胞癌が発生した住民のうち半数以上は新たな基底細胞癌が二

次発生しており、それらを包括した解析法として著者らは 3 種の multifailure 
survival analysis を用いている。  




